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れ，これから 3，550土100年 B.P. (Ga区ー1235)の 14C年代が得られている (4)。以上のことから，

庄内砂丘は新古 2つの砂丘に区分され，古砂丘は少なくとも約 3，500年 B.P.までに，新砂丘は

その後に形成されたと考えられる。

，古砂丘は庄内砂丘の骨格をなし，東部と西部に高まりを有しでほぼ南北に速なっている。 同砂

丘砂は新砂丘の砂に比べてやや黄褐色を呈する。粒径は 0.3-0.4 mm， N fi直は 50前後を示す。

新砂丘は古砂丘のつくる地形を修飾するように重なる。一般に，細喋混じりの粗砂と細砂が互層

する灰色砂よりなり， Nfl直は 10前後である。

地下水は雨砂丘砂中に不圧地下水として含まれる。砂丘砂に挟まれる粘土層は薄く ，かつ連続

性が必ずしもよくないために，両砂丘砂中の地下水は連続しているとみなせる。しかし，局地的

には，上述の粘土居が一定の広がりを示し，新砂丘砂中の不圧地下水は宙水を形成することがあ

る。

なお，いわゆる圧内層群の砂磯居中には，被圧地下水が含まれている。同層群を含めた‘幣水層

係数と揚水可能量を一括して示すと表 2-2-13のとおりである。

砂丘砂中の自記地下水位記録と降水量とから，降水量pと地下水位上昇量 hの関係を求めると

h=2.56 Pー0.08 となり，有効間隙率 39%となる。この値は，揚水試験から求められる値の約 2

f音となっている。

砂丘砂中の地下水は，直径 5-7.5cm，深さ数 mの;極ピ管や鉄管かなる管井によって揚水され

ている。 井戸は庄内砂丘中央の凹地部と東端部に密集し， 1975年には赤川以南で 249本を数え

た。地下水は主に砂丘地農業に供されている。

砂丘凹地部の地下水面は東から西へ援斜し，その標高は東部で 18m 以下，西部で 4m以下と

なっている。地下水位は 6月と 10月に最も低く ，12月下旬から 3月上旬までと，梅雨および、秋

雨，台風期に高い。このことは，地下水が降雨，降雪によって直接かつ短時間のうちに酒養され

ることを示 している。

砂丘地下の水文地質構造から，地下水の大量採取に伴って海水を容易に呼び込む可能性がある。

動水位を海水準以下にする採水に際しては，このことに十分留意する必要がある。

なお， 1975年時点の各帯水居中の地下水の Cl'濃度は，新砂丘で 31-35ppm，古砂丘で 28

ppm，いわゆる庄内周群で 75-425ppmであった。

(中馬教允〉
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7. 北 上盆地

(1) 地形 ・地質

北上金地は岩手県の中央部を北から南へ流下する北上川沿いに形成されている。
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北上川は岩手県北部に源を発し，北上山地と奥羽山脈と の聞を南流し，宮城県石巻市で太平洋

に注ぐ河川で，その延長は 250kmにも及ぶ。盛岡以北 を上流域，以南を中流域，宮城県側 を下

流域に分けることがで きる。 この流域区分は，それぞれの境界付近において，本流が基盤の古生

眉を深 く切り込んで峡谷を形成していることに基づいている。北上川沿いには段丘がよく発達し，

その地形面は 1， 11， III段に区分される。 I商は沖積面， II面は IIIとIIz商に細分され，それぞ

れ金ケ崎段丘相当面，村崎野段丘相当面に，皿面は西根段丘相当面に当ると考えられ，それぞれ

の特徴を そな える。 III函は最も広い分布範囲を示し，扇状地状に発達する。面の傾斜は，最も急

で頂面は比較的新鮮である。 II2面は，扇状地状に発達することは III面と同じであるが，南部

ほどよく発達し，中部では 1It面の中に残丘状に分布するに過ぎない。北部では，ほとんどその

発達をみない。 E面 もIIz面同様南部によく発達し，その頂面はきわめて平坦であり ，開析が進

み，頂面および縁部は丸l球を帯びている。

このような段丘群の配置から，北上川流域はz 南あがり北落ちの傾動運動が更新世の段丘形成

期を通じて著しかったものと予想される。さらに，このことは，上，中，下流を分かつl挟谷部の

存在や，NE方向の胆沢一泊島とう(民〉曲線(小野寺，1957)との関連から，新第三紀から引き続
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く地盤運動とみること ができる。

北上金地は古生層からなる北上111地と，新

第三紀層からなる奥羽山脈と の聞に形成され

た低地侍である (表 2-2-14，図 2-2-32)。鮮

新世の時代には，この低地帯に沿って，竜ノ

口層，1rll島層で代表される海成の地層が堆積

しており ，こ の海域は花巻北方まで及んだこ

とが沖積面下のボーリング資料でも明らかに

されている。 この海進は一時的なものであっ

て，海が退いた後は低湿地となって陸成層を

堆積させている。金沢j習，真沌j習で代表され

る陸成の鮮新世の地層は，盛岡市の北上川本

流右岸台地直下にも分布している (A-A'断

面〉。この付近では，岩手山の放出と考えられ

る火山砕屑物が80-100m の厚さをもって，

この陸成の鮮新世の地層を覆い，沖，洪積層

はこれをけずった深い谷に厚く堆積している。

北上川中流域北部の日詰付近では，低平な

日詰段丘面のところどころに，中新世の地層

の残丘が点在している。段丘構成層の厚さは

10 - 20111前後で，その下位には，亜炭の薄

層をもっ た陸成の鮮新世の地層が分布してい

る。段丘面下の鮮新世の地層の厚 さは不明で

あるが，100m以上と見積ることができる。

北上川本流は， 日詰付近で¥中新iJJ:の安山岩

の分布地域を切 り開く ため，沖積商の幅は，

ここで著しく狭まる。

北上川中流域中部の北上市付近では，金ケ

崎段丘，村崎野段丘が発達し3 それぞれの段

丘喋層の下位には，陸成の鮮新|江の地層が分

布する。沖積層はこれらを開析した谷に発達

するがs その層厚は 10m 弱となっている。

北上川中流域南部の水沢市付近では，水沢

段丘商と沖積面との比高は水沢市東方で約

10m で，明瞭な段丘崖をもっ。段丘崖は，

これより 下流布]沢付近で明瞭さを欠き，沖積

面との識別は困難となる。この付近の沖積層
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図2-2-33 北上盆地地質断面図 (東北i為政局 (10)による〉

の厚さは最大 10m程度となっている。

これらの事実は，浸食基準面の長期にわた る停滞を意味しており ，北上川中流と下流域を画す

る一関 ・孤禅寺!挟谷が，中流域の沖積層の准積過程に果たした役割はきわめて大きいものとみら

オもる。

(2) 地下水

北上盆地の地下水は， 石鳥谷町から花巻市近付と北上市から水沢市付近にかけて農業用水とし

て多数利用されている。これらの地域は，西側奥羽山脈から東流する豊沢川，和賀川， 胆沢川な

どとその北上川合流点およびその下流域となっており ，沖積砂碑J習の発達も良好で包蔵される地

下水もきわめて豊富である。

石鳥谷町では深度 3~5m，口径 0.6~ 0.9 m で 300~400 m3/d， 花巻市では深度 4~5m，口

径 O.7m で 600~800 m3/d，江刺市では深度 5~6m， 口径 0.9mで 1，000m3/d程度の地下水が

得られている。

扇状地，段丘での地下水利用は飲雑用水として小規模に利用されているにすぎない。扇状地，

段丘堆積物が比較的薄層で，士山下水賦存状況も良好でない。

深層の地下水は主 として上述の堆積物の下位に分布する新第三紀層中から採水 しており ，一部，

古生層からも採水している。新第三紀鮮新世の真滝層，金沢層が とくに重要な幣水層を形成して

いる。新第三紀中新世の下黒沢層も帯水層を形成しているが， 揚水量はかなり少ない。
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どで図 2-2-34-2-2-36に深井

戸の比湧量一覧図を示した。盛

岡市の揚合， 比較的ばらついて

おり，帯水層の多様性を物語っ

てい る。すなわち， 古生層の輝

緑凝灰岩3 粘板岩などから採水

しているものは，裂か水的性質

の地下水を揚水しているため，

水量的にはかなり少なく ，一方，

揚水量;の非常に大きい ものは，

新第三紀鮮新世 の地層中の水に

加 え，一部，沖積層の水もイ汗せ

採水しているためと考え られる。

新第三紀鮮新世の真滝層，金沢

層か らの比湧出量は， 30-100 

m3/d/m 程度と考えられる。 花

巻市の揚合は，20-100 m3/d/m 

付近に集中しており s 新第三紀
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図2-2-36 北上市における深井戸比湧出量一覧図

(国土庁(日)から作成〕

鮮新世の真j竜層，金沢層の地下水であろう 。北上市の揚合は， 20-100 m3/d/m と 200-300m3
/ 

d/m の 2つに区分される。両者と も，新第三紀鮮新世の真滝層， 金沢層の地下水を主体とする

ものと考えられる。後者中には沖積層の士山下水 もとりこまれている可能性がある。水沢市，一関

市で も深層地下水が多小利用されてい るが，前述のよう な地層から採水しており， 同程度の採水

がなされている。一関市東部では，新第三紀中新世の下黒沢層から採水しているが，水位降下量

も大きく揚水量は少ない (宮城北部丘陵の地下水参照〉。
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8.花輪盆地

(1) 地形・ 地質

花輪盆地は東西 3-7km，南北 10km以上の長さを有する峡長な盆地である。 この主主地は火

山岩類を主とし，第三紀層より構成される山地および丘陵地によってとり固まれている問。盆地

200m 

-200 

図2-2-37 花輪盆地 A-A'地質断面図(大森(1)をもとに作図〉
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図2-2-38 花輪盆地の地形商区分図 (中馬， 19681¥1Sによる〉

下では，ff!i平新世の樫内層が 150-

200m以上の深さに，中新ii!:の遠

部周などがそれよりさらに数十~

100m以上の深さにあって盆状の

構造を呈している (図2-2-37)。盆

地中央よ りやや西の地下には基盤

の高まりが認められ，盆地は東が

大きく，西が小さい 2つの小盆地

に細分される。樫内層はこれら盆

地の中心部で厚 く，周縁部で薄く

なる。また，米代川左岸沿いには

頭を出するが，同右岸沿いで急激

に 150mも高度を減じて存在する

ことから，東落ちの断層によって

切られている可能性があ る。軽石

流，凝灰岩，砂礁などからなる盆

地埋積層は，樫内層の上位に 200

111.以下の厚さで堆積している。

これらのことから，花輪盆地は

樫内層堆積前から存在し，同局准


